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神戸地本「中央本部との対話集会」開催 

 

中
央
本
部  

川
原
副
委
員
長 

中
央
本
部  

川
西
教
育
部
長 

神
戸
地
本 

大
内
委
員
長 

(株)FPコンサルティング  

塩見氏 

 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地
本
は
、
10

月
17

日

（
木
）
、
神
戸
市
立
長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
中
央
本
部
と

の
対
話
集
会
」
を
開
催
し
、
各
支
部
、
分
会
、
部
会
、

青
女
か
ら
約
60

名
の
組
合
員
が
出
席
し
た
。 

第
一
部
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
代
表
挨

拶
に
立
っ
た
大
内
委
員
長
は
、各
分
会
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
た
賃
金
実
態
調
査
へ
の
感
謝
を
述

べ
た
後
、
安
全
、組
織
、政
治
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
顧
問
契
約
を
結
ぶ

(

株)

Ｆ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
塩
見
氏
か
ら
、
マ
イ
ホ

ー
ム
戦
略
と
相
続
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。 

第
二
部
の
対
話
集
会
で
は
、来
賓
と
し
て
、中

央
本
部
か
ら
川
原
副
委
員
長
、
川
西
教
育
部
長
、

梅
岡
組
織
・業
務
部
次
長
を
迎
え
、
代
表
し
て
川

原
副
委
員
長
よ
り
、
カ
ス
ハ
ラ
、
新
た
な
キ
ャ
リ
ア

ス
テ
ッ
プ
、
総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉
に
つ
い
て
挨

拶
を
受
け
た
。
特
に
カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、被
害
者

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
し
て
加

害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。 

次
に
、
中
央
本
部
川
西
教
育
部
長
よ
り
、
２
０
２

４
年
度
総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉
の
成
果
に
つ
い

て
の
解
説
（
詳
細
は
業
務
速
報
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
ニ
ュ
ー
ス

参
照
）
と
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
採
用
の
新
し
い
キ
ャ
リ

ア
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、出
席
者
か
ら

は
労
働
協
約
改
訂
や
カ
ス
ハ
ラ
、
新
し
い
キ
ャ
リ
ア

ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
質
疑
や
要
望
が
あ
が
り
、中
央

本
部
や
地
本
執
行
部
か
ら
答
弁
の
後
、
出
席
者
全

員
で
共
有
し
た
。 

JR 西労組 組合員限定 顧問 FP による無料マネー相談を利用しよう 
ＪＲ西労組では、組合員福祉の取り組みとして、

どの金融機関にも属さない独立した FP に保険制度
やローン、投資、確定拠出年金といった、お金に関
する相談（マネー相談）を無料で利用できる制度が
あります。各種共済制度など会社や組合の福利厚生
制度もしっかり理解されているので組合員の立場に
立って相談に乗っていただけます。また、独立した
FP なので中立の立場で相談に乗っていただけるので
保険契約や金融商品の提案をされるという事はあり
ません。ぜひご活用ください。 

 

ＪＲ西労組 HP の無料マネー

相談のバナーをクリック 

現場の声を届ける出席者 

対
話
集
会
で
の
質
疑
内
容 

〇
寺
尾
分
会
長
（
相
生
運
輸
分
会
） 

・短
日
数
8

日
全
職
種
へ
の
感
謝
と
4

日
取
得
と

8

日
取
得
時
の
ボ
ー
ナ
ス
等
の
違
い
を
教
え
て
ほ

し
い
。 

・
制
帽
着
用
の
省
略
を
通
年
に
さ
れ
た
い
。 

〇
川
口
委
員
長
（
姫
路
支
部
） 

・
私
傷
病
の
場
合
に
も
半
休
は
取
得
で
き
る
の
か
。 

〇
寺
田
副
委
員
長
（
姫
路
支
部
） 

・
育
休
取
得
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
要
員
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
。 

〇
湊
分
会
長
（
明
石
電
車
区
分
会
） 

・
実
務
認
定
試
験
の
柔
軟
な
日
程
変
更
と
開
催
場

所
の
見
直
し
に
つ
い
て
。 

・
２
０
７
系
車
両
体
質
改
善
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
。 

・
大
阪
万
博
入
場
券
の
配
布
に
つ
い
て
。 

〇
林
分
会
長
（
姫
路
列
車
区
分
会
） 

・
カ
ス
ハ
ラ
と
な
る
盗
撮
に
つ
い
て
知
り
た
い
。 

〇
大
矢
分
会
長
（
明
石
車
掌
区
分
会
） 

・
流
産
時
に
産
後
パ
ー
ト
ナ
ー
休
暇
を
適
用
さ
れ

た
い
。 

・
障
が
い
の
あ
る
子
を
養
育
す
る
場
合
、育
児
と
介

護
と
線
引
き
は
ど
う
な
る
の
か
。 

・
定
数
が
あ
る
中
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
で
、

L

M

を
め
ざ
せ
る
の
か
。 

〇
春
井
執
行
委
員
（
網
干
総
合
車
両
所
分
会
） 

  

・
プ
ロ
採
で
総
合
車
両
所
間
の
異
動
は
あ
る
の
か
。 

〇
出
口
書
記
長
（
姫
路
支
部
） 

  

・
ユ
ニ
カ
レ
の
日
程
は
早
め
に
周
知
さ
れ
た
い
。 

〇
小
出
副
委
員
長
（
姫
路
支
部
） 

  

・
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
、他
系
統
へ

の
希
望
者
は
、誰
が
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。 

〇
松
井
分
会
長
（
姫
路
運
輸
分
会
） 

  

・
賃
金
実
態
調
査
をW

E
B

で
実
施
さ
れ
た
い
。 

  

・
短
日
数
8

日
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
伝
え
て
ほ
し
い
。 

 

追
い
付
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

神
戸
工
務
部
会 

第
32

回
定
期
委
員
会
の
開
催
！ 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
工
務
部
会
は
、
10

月
19

日
（
土
）
、兵

庫
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、第
32

回
定
期
委
員
会
を
開

催
し
、工
務
部
会
に
関
わ
る
分
会
の
代
表
者
、来
賓
、約
20

名
が
出
席
し
た
。 

冒
頭
、神
戸
工
務
部
会
を
代
表
し
て
、村
上
部
会
長
よ
り
、

安
全
、分
科
会
等
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
、来
賓
挨
拶
で
は
、

神
戸
地
本
大
内
委
員
長
よ
り
、
安
全
、会
社
の
状
況
と
春
闘
、

組
織
関
係
、業
務
課
題
、政
治
に
つ
い
て
、続
け
て
、中
央
本
部

下
釜
部
会
長
よ
り
、安
全
、業
務
課
題
等
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

質
疑
で
は
、
6

名
の
委
員
か
ら
業
務
課
題
や
各
種
手
当

等
、
13

項
目
の
発
言
が
あ
り
、
答
弁
の
後
、全
て
の
議
事
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。 

役
員
改
選
で
は
、村
上
部
会
長
が
退
任
し
、松
田
部
会
長

を
中
心
と
し
た
、新
た
な
役
員
体
制
が
確
認
さ
れ
た
。 

村上部会長から 

         松田新部会長にバトンタッチ 

【神戸工務部会 三役】 

部会長  松田  丈 姫 路 保 線 区 分 会 新任 

副部会長 上村 裕哉 姫路新幹線保線区分会 新任 

事務長  島  康起 姫 路 保 線 区 分 会 新任 

 

 

10

月
11

日
（
金
）
、ま
ね
き
食
品
本

社
に
お
い
て
、第
23

回
定
期
大
会
を

開
催
し
た
。神
戸
地
本
、神
戸
支
部
、姫

路
支
部
、ま
ね
き
食
品
、Ｃ
Ｓ
か
ら
約

15

名
が
出
席
し
、大
内
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
神
戸
地
本 

「
第
23

回
定
期
大
会
」
開
催 

 


